
　地域の食材を使い、地域の人に喜んでもらえる
料理を届けたい。
　そんな思いから、追分高校の３年生が「追分高
校レストラン」の開店に向けて動き始めました。
　この取り組みは、選択科目「フードデザイン」
として行われており、３年前から商品開発などを開始。
　初年度は「ロールケーキ」、昨年度は「キーマカレー」を考
案し、道の駅あびらD51ステーションで生徒自身が販売を行
うことで、料理を通して地域の方とつながる喜びを経験しまし
た。
　今年度は、その学びをさらに１歩進め、食材の魅力などを伝
える招待制、期間限定の「レストラン」に挑戦。
　「町の食材の素晴らしさを知ってもらうこと」「これまで授
業に関わってくれた地域の方々へ感謝を伝えること」を目指し
て、調理、接客を高校生自身が行います。
　メニューは、安全に提供できる方法も含めて試作を重ね、

「ガパオライス」「根菜スープ」「ハスカップゼリー」
の３品に決定。

　１皿に込めたのは、料理だけではありません。
　地域への感謝と、まちの魅力を次の世代へつないで
いきたいという、高校生たちの思いです。
　追分高校生たちの挑戦が、いま始まります。
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